
　
２
０
１
８
年
度
、文
部
科
学
省「
ス
ー

パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
の
指

定
を
受
け
た
熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校

は
、産
学
官
で
連
携
し
、「
災
害
対
応
型

エ
ン
ジ
ニ
ア
」を
育
成
す
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。土
木
科
科

長
の
猿さ

る

渡わ
た
り

和
博
先
生
は
、同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
２
０
１
６
年
に
起
き
た
熊
本
地
震

で
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
災
害
へ
の

備
え
を
万
全
と
す
る
た
め
に
、
県
内
で

災
害
復
旧
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本

携
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
描
け
て
お

ら
ず
、同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
か
ら「
何

を
し
た
い
の
で
す
か
」
と
問
わ
れ
て
初

め
て
、
見
通
し
が
し
っ
か
り
と
立
て
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
と
何

度
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
予
測
で
き

る
災
害
に
対
し
て
、
自
分
自
身
が
取
る

標
準
的
な
行
動
を
時
系
列
に
ま
と
め
る

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
軸
と
し

た
予
防
的
避
難
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
（
図
）。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
過
程
で
は
、

方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
、
考
え

方
や
手
法
が
古
い
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
不
安
を
持
ち
や
す
い
で
す
が
、

大
学
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
研
究
テ
ー

マ
や
進
め
方
が
適
切
で
あ
る
と
確
認
で

き
、
自
信
を
持
っ
て
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
猿
渡
先
生
）

　
企
業
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
進
路
指
導

上
の
つ
な
が
り
を
超
え
、
も
の
づ
く
り

を
軸
に
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い
っ

た
。建
築
科
科
長
の
本
田
喜
樹
先
生
は
、

生
徒
だ
け
で
な
く
、
企
業
に
と
っ
て
も

実
の
あ
る
連
携
に
な
っ
た
と
語
る
。

　「
本
県
の
建
設
業
界
は
人
材
不
足
で
、

企
業
に
は
、
若
者
に
業
界
の
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
炭
素
繊
維

校
で
は
、災
害
対
応
で
重
要
と
な
る『
イ

ン
フ
ラ
』（
土
木
科
）、『
建
造
物
』（
建

築
科
）、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
メ
ニ

テ
ィ
』（
イ
ン
テ
リ
ア
科
）
の
３
分
野

に
重
点
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

し
、
地
域
貢
献
を
目
指
し
ま
し
た
」

　
当
時
、
同
校
の
学
校
外
と
の
か
か
わ

り
は
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
た

企
業
連
携
の
み
で
、
大
学
や
地
域
と
の

連
携
は
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
土
木
科
で
は
、
猿
渡
先
生
が
参
加
し

た
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
知
っ
た
、
熊
本
地

震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
携
わ
る
熊
本

大
学
く
ま
も
と
水
循
環
・
減
災
研
究
教

育
セ
ン
タ
ー
に
連
携
を
依
頼
。
快
諾
を

得
て
、
具
体
的
な
連
携
内
容
を
決
め
て

い
っ
た
。
当
初
は
、
高
校
側
が
高
大
連

※学校資料を基に編集部で作成。

連携先との関係性構築の過程図

大学との関係
❶熊本地震からの復旧・復興にかかわって
いる熊本大学くまもと水循環・減災研究
教育センターに連携を依頼

❷大学⇒高校　地震被害に関する出前講座
　大学⇔高校　南阿蘇断層被害の見学の企
画及び同行説明

　高校⇒大学　防災の考え方やソフト面に
関するアドバイス（教師）、「マイ・タイムラ
イン」の作成の研修（生徒）

❸相互の交流によって大学を身近に感じる
ことができ、交流を続けることで持続可
能な高大連携となった

地域との関係
❶県から益城町の支援を勧められた
❷益城町役場に相談
❸住民への説明会に参加し、事業の趣旨を
説明。住民の理解を得る

❹座談会を重ね
て住民との信
頼関係を築き、
ニーズを把握

❺ニーズに基づ
いたものづくり
でコミュニティを強める

地
域
の
産
学
官
が
連
携
し
、

災
害
対
応
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

実
践
紹
介
2

高
校
か
ら
大
学
に
連
携
を
依
頼

一
か
ら
対
話
を
重
ね
る

企
業
・
住
民
と
直
接
対
話
を

重
ね
、
相
互
理
解
を
深
め
る

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校

8 高校版  2021 December

実践紹介現状整理 見解提示

座談会

0-01-J-22512-001 2021 年度 VIEW next 高校版 12 月号 8 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

12/02
松下

再
2
念
校

12/06
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P08-09_view-next-koukou-12g.indd   8 2021/12/06   10:34



地域連携のあり方を問う

相
互
理
解
に
努
め
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
科

科
長
の
山
本
昌ま

さ

宏ひ
ろ

先
生
は
、こ
う
語
る
。

　「
当
初
、住
民
の
方
た
ち
は
、私
た
ち

が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、イ

メ
ー
ジ
を
持
て
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。私
た
ち
か
ら
居
住
ル
ー
ル
に
関

す
る
質
問
な
ど
を
し
て
会
話
の
糸
口
を

探
り
、困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
、ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、そ
れ
に
基
づ
い
た
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
し
た
。信
頼
関
係
を
少
し
ず

つ
築
く
こ
と
で
、私
た
ち
の
活
動
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
取
り
組
み
の
効
果
測
定
は
、
年
度
の

始
め
と
終
わ
り
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
や
、
活
動
ご
と
の
事
前
・
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
、
そ
し
て
、
生
徒
が
毎
時
間
記

述
す
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
回
答
を
基

に
行
っ
て
い
る
。活
動
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
う
ち
、
技
術
面
の
評
価
は
、
専
門

家
の
見
識
が
必
要
と
な
る
た
め
、
企
業

に
評
価
項
目
の
作
成
を
依
頼
し
た
。

　
効
果
測
定
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、

振
り
返
り
シ
ー
ト
だ
。
活
動
を
通
じ
て

「
学
ん
だ
こ
と
（
知
識
・
技
術
）」「
見

つ
け
ら
れ
た
問
題
及
び
そ
の
解
決
方
法

（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
）」「
感

想
・
考
察
（
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
等
）」
を
記
述
さ
せ
、
生
徒
の
自
己

評
価
、
教
師
の
評
価
を
記
入
す
る
。

　「
定
量
評
価
で
全
体
の
成
果
を
測
る

と
と
も
に
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
自
由

記
述
か
ら
、
生
徒
の
考
え
や
成
長
を
見

取
り
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が

身
に
つ
い
た
か
ど
う
か
を
つ
か
ん
で
い

ま
す
」（
猿
渡
先
生
）

　
Ｓ
Ｐ
Ｈ
で
の
成
果
の
１
つ
は
、
３
年

間
で
外
部
機
関
と
信
頼
関
係
を
構
築
し

た
こ
と
で
、
指
定
終
了
後
も
取
り
組
み

を
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
だ
。

　「
大
学
や
企
業
、
地
域
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
を
実

践
で
き
る
場
が
で
き
、
生
徒
の
学
び
の

幅
が
飛
躍
的
に
広
が
り
ま
し
た
。
連
携

先
に
引
率
す
る
教
師
が
、
現
場
で
得
た

知
見
を
授
業
や
実
習
に
生
か
せ
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
授
業
改
善
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」（
本
田
先
生
）

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先

が
増
え
た
り
、
生
徒
が
就
職
活
動
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、
進
路
面
に

も
好
影
響
が
表
れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｈ
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
建

設
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
の
各
協
会
か
ら

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

謝
礼
や
材
料
費
な
ど
の
経
費
を
負
担
し

て
く
れ
た
り
、
各
企
業
と
の
交
渉
窓
口

を
引
き
受
け
て
く
れ
た
り
と
、
指
定
終

了
後
の
連
携
継
続
の
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
る
。

　
生
徒
の
変
容
も
著
し
い
。
年
度
の
始

め
と
終
わ
り
に
生
徒
に
行
う
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
見
る
と
、
企
業
連
携
に
よ

る
実
習
を
取
り
入
れ
た
２
年
次
か
ら
、

知
識
・
技
術
の
習
得
、
自
助
・
公
助
の

意
識
、
課
題
発
見
、
解
決
行
動
な
ど
、

各
評
価
項
目
の
数
値
が
上
が
り
、
生
徒

の
変
容
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
20
年
度

末
、
生
徒
に
「
就
職
で
何
を
重
視
す
る

か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ

た
項
目
は
、１
年
生
は「
給
料
」に
対
し
、

３
年
間
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
３
年
生
は
「
働
き
が
い
」
だ
っ
た
。

　「
企
業
や
行
政
の
人
た
ち
か
ら
、『
夜

を
徹
し
て
復
旧
作
業
を
進
め
た
』『
住

民
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
採
算

を
度
外
視
し
て
取
り
組
ん
だ
』
と
い
っ

た
地
域
へ
の
熱
い
思
い
を
聞
き
、
生
徒

の
心
に
地
域
貢
献
の
思
い
が
生
ま
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

を
用
い
た
補
強
技
術
や
、建
物
の
欠
陥・

劣
化
を
調
べ
る
非
破
壊
検
査
な
ど
、
専

門
分
野
の
最
先
端
の
知
識
や
技
術
を
学

べ
る
だ
け
で
な
く
、
最
前
線
で
活
躍
す

る
技
術
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
職
業
観
や
使
命
感
を
肌
で
感
じ

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

　
関
係
性
構
築
の
た
め
、
地
域
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
丁
寧
に

行
っ
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
科
で
は
、
熊
本

地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
益
城
町

を
支
援
し
よ
う
と
、
災
害
公
営
住
宅
で

の
木
製
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
製
作
や
花
壇
づ

く
り
、
段
差
解
消
階
段
の
施
工
な
ど
を

計
画
。
住
民
へ
の
説
明
会
を
設
け
て
、

活
動
の
目
的
や
内
容
を
直
接
説
明
し
、

土
木
科
科
長

猿
渡
和
博　

さ
る
わ
た
り
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
11
年
目
。
工
業
科
。

イ
ン
テ
リ
ア
科
科
長

山
本
昌
宏　

や
ま
も
と
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
工
業
科
。

建
築
科
科
長

本
田
喜
樹　

ほ
ん
だ
・
よ
し
き

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
工
業
科
。

将
来
の
職
業
で
重
視
す
る
の
は

給
料
よ
り
「
働
き
が
い
」
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